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1) 工事グループ  橋梁工事部  工事 2 課  
2) 工事グループ  工事計画部  架設計画課  
3) 技術グループ  橋梁設計部  大阪設計課  
 

 

東坊城高架橋上部工の施工 
CONSTRUCTION OF HIGASHIBOUJOU BRIDGE 

 
 

 

 

 

1．まえがき  

本工事は京奈和自動車道の大和御所道路御所区間の

中で，奈良県橿原市東坊城～大和高田市根成柿間に建設

される高架橋である．本道路は京都府～奈良県～和歌山

県を縦断する路線であり，開通後には，京都～和歌山間

が 270 分から 100 分と約 170 分短縮される見込みであり，

近畿地方の経済，文化の発展に寄与する路線として期待

されている．架設地点を図-1（国土交通省 HP より引用）

に示す． 

施工範囲はランプへの分流部である東坊城 2 号橋，こ

れに接続する B ランプ 2 号橋および C ランプ 2 号橋と根

成柿 1 号橋の 4 橋である．施工範囲図を図-2 に示す．  

この中で東坊城 2 号橋は幅員が最大 41m であり，特に

床版の施工に留意する必要がある．本報告では，主に東

坊城 2 号橋の施工上における留意点および構造上の工夫

点を報告する．  

 

 

 

 

 

 

2．工事概要 

工事概要を表-1 に，構造一般図を図-3 に示す．  
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図-2 施工範囲図

図-1 位置図  

表-1 工事概要

P1 P2 P3 P4
P6P5

P7 P8 P9 P10 P11 P12

P1

P2 P3 P4

176757
鋼4径間連続活荷重合成少数鈑桁橋

312000
108000

鋼4径間連続活荷重合成少数鈑桁橋
鋼6径間連続活荷重合成少数鈑桁橋 鋼3径間連続活荷重合成少数鈑桁橋139523

Cランプ2号橋

Bランプ2号橋

東坊城2号橋

根成柿1号橋



工事報告（橋梁） 
 

 

73 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．床版施工の課題と対策 

3.1 床版打設順序の検討 

(1)目的 

床版打設順序はコンクリート打設時の引張応力の発

生を極力抑制するため，支間部を先に打設した後に中間

支点部を打設することが多い．今回は P4～P7 間を 1 期

施工，P1～P4 間を 2 期施工とする打設順序を計画した．

本打設順序とすることにより，2 期施工分の鉄筋組立作

業と，1 期施工分のコンクリート打設の並行作業が可能

となり，工程短縮に寄与すると考えた．図-4 に打設順序

図を示す． 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)応力照査およびたわみ管理  

打設時のコンクリートの発生引張応力の集計表を表

-2 に示す．コンクリートの打設は間隔を空けず，毎日打

設する計画とした．しかし，コンクリートの発生引張応

力度が許容値を超える箇所があったため，1 回目の打設

ブロック打継ぎ位置を P7 側へ移動させ，7 回目と 8 回目

の打設間隔を中 1 日とした．これにより打設時のコンク

リートの引張応力度は許容値内に納めることができた．

また実施工は暑中での作業であることを考慮し，作業員

の体調管理の観点から中 1 日の打設計画とした．  

 

 

約 1 ヶ月の工程短縮が可能となった．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 構造一般図（東坊城 2 号橋）

図-4 床版打設順序図
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3.2 暑中コンクリート対策 

(1)問題点 

床版コンクリートの施工は全体工程から 6 月～8 月に

行う必要があった．施工場所が月平均気温 27℃以上とな

る奈良盆地であることから，暑中コンクリート対策を講

じる必要があった．また床版形式は型枠として鋼板（底

鋼板）を使用する合成床版を採用しているため，直射日

光を浴びた底鋼板の温度が 40℃以上となることが想定

された．よって，通常の暑中コンクリート対策に加え，

打設時に 40℃以上となる底鋼板の温度をいかに下げる

かが課題となった．さらに，東坊城 2 号橋は上下線が一

体となった構造であり最大幅員が 40m を超える．1 回の

打設量は 150～300 m3 程度であり，打ち込みに長時間を

要することとなる．また打設完了箇所における直射日光

による温度上昇およびコンクリートの早期の乾燥による

コンクリートの品質に対する影響も懸念された．  

 

(2)対策と結果 

暑中コンクリート対策として，1 時間あたり 20 台程度

のアジテータ車台数を確保し，プラントからの生コンク

リート供給間隔を 3 分間隔として計画した．これにより

打設時間を長くとも 8:00～14:00 までの間とすることが

でき，打設時間を短縮した．打ち込み箇所については，

ポンプ車の配管部分に遮光ネットを設置した（写真-1）．

これにより配管部分が直射日光にさらされることを回避

し，配管内を通過する際の生コンクリートの温度上昇を

抑制するよう配慮した．  

底鋼板の温度上昇に対しては，コンクリート打設前に

散水を行った．底鋼板の表面温度は直射日光により 40℃

以上となっていたが，散水を行うことにより表面温度を

32℃程度まで下降させることができた．写真-2 に温度測  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定結果を示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 配管部遮光ネット設置状況  

 

 

 

 

 

 

 

(散水前)         (散水後) 

写真-2 底鋼板温度測定結果  

 

またコンクリート打設後の養生方法としては，保水性

の高い養生マットの上に遮光ネットを敷設し，十分に散

水養生を行った．写真-3 に打設後の養生状況を示す．こ

れにより直射日光による打設後のコンクリートの表面温

度の上昇およびコンクリート表面の早期乾燥を回避する

よう配慮した．  

表-2 打設時床版応力度集計表
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写真-3 コンクリート打設後養生状況  

 

4．壁高欄構造への配慮 

壁高欄の耐久性向上対策として，  誘発目地間隔を発

注時の 10m から 6m 以下となるよう変更した（図-5）．   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更後 

図-5 誘発目地位置図 

誘発目地は，断面欠損部分を設けてひび割れを集中さ

せることにより，壁高欄本体部分のひび割れ発生を抑制

する．この誘発目地の箇所数を増加させることで，さら

に壁高欄本体へのひび割れ発生を抑制させ，耐久性の向

上を期待している．  
 

5. あとがき 

本工事の施工は，工程の短縮ならびに暑中での床版，

壁高欄コンクリート打設等，厳しい環境下での施工とな

ったが，平成 23 年 11 月 25 日に無事竣工を迎えた（写真

-4）．特に暑中におけるコンクリートの品質管理には配慮

したが，今後さらに工夫すべき点等もあると考える．  

最後に，本橋の施工にあたりご指導いただいた国土交

通省近畿地方整備局奈良国道事務所，ならびにご協力い

ただいた施工業者，本工事に理解と協力をいただいた地

元の方々に深謝する次第である．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-4(a) 完成写真 東坊城 2 号橋（床版上）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4(b) 完成写真 東坊城 2 号橋（桁下より） 
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